
あいちの木材利用施設事例集

学びと遊びを結ぶ木の遊具空間

岡崎女子大学・岡崎女子短期大学の子ど

も好適空間エリアは、これまでの研究で

培った「子どもが安全で居心地よく過ごせ

る環境」を具現化する場としてオープンし

た。

6号館1階を中心に、屋内外を回遊できる

木製遊具や、絵本を楽しめる大木型オブ

ジェを設置し、スギ・ヒノキの愛知県産木

材を活用した温かみのある空間となってい

る。

岡崎女子大学・岡崎女子短期大学

子ども好適空間エリア
岡崎市中町1-8-4

構造／鉄筋コンクリート造3階建て

延床面積／4,327㎡

木製備品導入／2021年3月、木製遊具一式

（6号館1階および屋外に設置）

木材使用量／4.71㎥（全て、あいち認証材）

使用樹種／スギ、ヒノキ

施主／学校法人清光学園

木製備品製造／杉林建設株式会社

2020年度木の香る都市づくり事業活用施設

hyggeあそびの箱

屋内と屋外を結ぶ回遊式木製遊具。窓を越えて
屋外に出ることが可能。
ウッドデッキを敷設し、子どもたちのワクワク
感を引き出す仕掛けとなっている。

hyggeおはなしの森

大木をかたどったメインオブジェが印象的。多
くの絵本や紙芝居が備わっており、子どもたち
は夢中になって本を見ることができる。

屋内と屋外を結ぶすべり台とウッドデッキ
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